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次期会長　小田義直、東京事務局　松原　修

はじめに

Glasgow での第 33 回 IAP Congress は第 32 回ヨーロッパ

病理学会（ESP）Congress と一緒に、当初 8 月末から 9 月初

めに開催される予定でしたが、12 月 5 － 9 日へと延期になり、

しかも Web（on line）開催となったことはご存知と思います。

新型コロナの流行から大変なことになりました。2026 年の

IAP Congress を福岡へ誘致しようと活動してきた我々もど

ういう決め方になるのか注視しているところです。これまで

の誘致活動、見通しなどについてお知らせしたいと思います。

今までの経過

今まで Bulletin で報告して来ましたように 2026 年 10 月 10

日から 15 日に福岡市の福岡国際センターおよび福岡サンパ

レスホテル・ホールを会場として IAP Congress 開催を目指

して JDIAP 執行部では誘致活動を展開しています。今まで

2022 年、2024 年 で の 福 岡 誘 致 活 動 を 日 本 政 府 観 光 局

（JNTO）、福岡コンベンションビューロー（FCVB）の大変

なご協力、支援のもとに行いましたが、それぞれオーストラ

リアのシドニー、メキシコのカンクンに惜敗し今回は 3 度目

の挑戦ということになります。本来であれば 8 月末から 9 月

初 め に Glasgow で の 開 催 予 定 の IAP Congress の Council 

Meeting で 2026 年の開催地を決定するということで 6 月末

までに Bid paper を IAP 本部に提出するということになって

いました。それに対応して早々と 5 月に立派な PDF の Bid 

paper を提出しました。

誘致のための宣伝活動

昨年の中国での APIAP など種々の国際学会での宣伝活動

を行いました。また、世界の International Council Meeting 

の voting member に向けて mail での宣伝活動も行っていま

す。執行部の先生方（吉野会長、加藤前会長、都築常任幹事、

清川先生、長村先生、森谷先生、小田、松原）から、private 

mail で福岡 Congress をよろしくと宣伝しています。また東

京 事 務 局（ 大 谷 さ ん、 松 原 ） か ら も 各 国 支 部 と voting 

member に、Intention letter（図 1）、Fukuoka Letter No. 2

と No. 3（図 2 と図 3）を今までに送っています。

Glasgow 国際会議の延期と Web 開催

その後コロナ感染の先行きが見えないということで

Glasgow の学会は 12 月に延期となり、さらに現地開催では

なく virtual での開催、Council Meeting も on line 形式で、

その場で 2026 年開催地を投票により決定するということに

2026 年 IAP Congress 
福岡誘致活動について

図1　�Fukuoka letter No.1：Intention letter of Fukuoka Congress 
in 2026
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なり、Bid paper の締切も 9 月 8 日まで延期ということにな

りました。6 月末時点での 2026 年 IAP Congress 開催に手を

挙げた国は日本以外にあるのかどうか IAP 本部に長村先生、

松原が尋ねてみましたが、なしの礫でした。ヨーロッパは、

ESP と調整して絞ってから bid するそうで、今回は Spanish 

Division と French Division が興味を示しているといわれて

いました。Bid paper 締切の通知が来たのが 6 月初めでした

ので、JDIAP 執行部では各国 IAP 支部の投票権を有する役

員に、直接日本支援のメールを送り続けています。また 9 月

8 日 Bid paper 締切後に 12 月の Council Meeting での投票の

ための誘致動画の提出が求められることが予想され、現在そ

の動画作成に執行部の関係者で取り組んでおります。

Lyon との戦い

日本のライバルがどこの国であるのか不明でしたので、9

月 8 日以降再三本部に問い合わせ、11 日にやっとフランスの

リヨンが手を挙げたということが判明しました。リヨンは

2024 年誘致の時も手を挙げましたが、日本よりも低い得票数

でカンクンに敗れています。このときヨーロッパではフラン

ス、イタリア、スペインの 3 国が応募してきており、今回ヨー

図2　Fukuoka letter No. 2 図3　Fukuoka letter No. 3



4

ロッパ各国は調整の後フランス 1 国に絞って応募してきたと

思われます。結果的には 12 月の投票は日本とフランスの一

騎打ちとなります。IAP 本部次期会長である長村先生の協力

を得て情報戦を頑張らないといけません。

International Council Meeting の開催

従来 voting の行われていた International Council Meeting

の開催は当初、12 月 6 日 /7 日（時差による）で、時間は

UK 午 後 6 時、Tokyo 朝 4 時 と 聞 き ま し た。 そ の 後

International Council Meeting の開催は 12 月 8 日 UK 午後 1

時から 3 時半と連絡がありました。英国時間です。Virtual 

voting は International Council Meeting の前に internet で行

われ、International Council meeting までには、結果が判明

しているのではないかと思われます。Voting の方法の詳細に

ついては、まだ分かりません。候補の開催地による Virtual 

presentation は 15 分 で、Website に Upload し て、

International Council meeting でも流すと思われます。

Virtual Presentation の準備

現 在、 こ の Virtual presentation の 準 備 の 最 中 で す。

Jordan での経験を元に、小田、清川先生、JDIAP 東京事務

局の松原と大谷さん、日本政府観光局（JNTO）の川﨑部長、

JNTO 誘致推進グループの野村さん、康さん、福岡コンベン

ションビューロー（FCVB）の合野さんと有高さん、動画編

集会社 Ray の斎藤さんと村上さんという 10 名のチームで取

り組んでいるところで 9 月の下旬までには完成の予定です（動

画の表紙写真、図 4）。内容は Part 1．小田が九州大学の研究、

JDIAP の執行部、福岡の会場紹介を行い、Part 2．次に

JNTO の野村さんが世界各地からの日本・福岡へのアクセス、

Cool Japan な ど 日 本 の 良 い と こ ろ を ア ピ ー ル、Part 3．

FCVB の合野専務理事が福岡の良いところをアピール、Part 

4．最後に清川先生が大トリで日本への投票を呼びかけると

いう構成になっております。今後は各国の投票権を有する日

本支援の依頼メールを再び送るとともに、投票方法について

の詳細な情報を入手して、12 月の投票に準備万端で望みたい

と思います。

皆様のご協力を

会員の皆様におかれましては海外の IAP 会員にお知り合い

がおられましたら是非日本への支援を呼びかけていただきた

いと思います。今後とも皆様のご支援とご鞭撻のほどをどう

ぞ宜しくお願い申し上げます。

岡山大学　病理学　教授（JDIAP 会長）吉野　正

すでにニュースブリテン等でお知らせしたとおり、2021 年

に岡山で第 12 回アジア太平洋国際病理アカデミー（APIAP）

を開催する予定となっています。しかし、新型コロナの影響

は大きく、その状態を確実に予想することは現在のところ困

難です。希望的観測としては、病理学会秋期特別総会、

JDIAP の教育セミナーは現地開催が可能になるとして準備を

進めています。11月4日から6日岡山コンベンションセンター

にて開催いたします。最初の 2 日に秋季総会、6 日に JDIAP

の教育セミナーという予定です。前者については 2 日間のシ

ンポジウムをフルに使って WHO 分類の現況と課題として大

半の臓器系をカバーできると思っています。最悪の場合では

Web 開催となります。

APIAP のほうは、副会長を清川理事にお勤めいただくこ

とと会期を 11 月 3 日から 6 日とすることを決定していまし

たが、こちらのほうはより難題があります。すなわち、世界

中で新型コロナが夏ぐらいに完全終息すれば、全く問題がな

しですが、そうはならないのではないかと思います。現在の

日本も新型コロナの感染者は増えたり減ったりしていますが、

このような動きが（大小はあるでしょうが）継続するのでは

ないかと怖れています。その場合、新型コロナを制圧してい

る（例えば台湾等）からの出席はないでしょうし、逆に明ら

かに流行している国は日本に到着して 2 週間の検疫期間を必

要とするかもしれません。それでは来日した意味がなくなり

ます。すでにお伝えしたように、APIAP では 10 程度のセッ

ションを想定していましたが、状態に応じてフルに行う、サ

イズダウンして行う、中止にする、の 3 つの選択枝を持つ必

要があります。このような観点から、APIAP のセッション

の座長の日本側は JDIAP の役員の方を主体としたいと考え

ています。各領域の本邦の代表であるし、わたくしとの意思

疎通がより容易だからです。事前登録制をしっかり行うこと

を述べてきましたが、それもどうなるかというところです。

大雑把にはオリンピック東京大会の様子をみて判断すること

になるかと思います。APIAP が中止になった場合は、Web

での代替開催は考えておりません。ただ、APIAP の目玉と

して、都築常任幹事のご尽力により、WHO 分類（Ian Cree）、

AJCC（Mary Kay Washigton）、ICCR reporting system（John 
図4　動画の表紙

第 12 回アジア太平洋 IAP 学会 
（2021 年）の準備状況について
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R Srigley）を招聘することを試みており良好な回答をいただ

いています。しかし、彼らが来日されない（できない）場合

には、できればビデオ参加していただき、それを公開できれ

ばと念願しています。これは、世界的に病理報告書を統一し

たものとしようという動きについての紹介で、病理医として

はきわめて重要なことだと思います。もし現地開催できる場

合は、1 時間以上のまとまった特別講演をいただき、病理学

会専門医の点数付与をしたいと考えています。手作りの会で、

現在も悩みが尽きないのですが、開催できれば JDIAP の国

際性と教育ということを体現する会にいたしますので、多数

のご参集をお願いいたします。

JDIAP 事務局

2020 年 09 月初めに Web での IAP 日本支部 理事・役員で

の会議を行い、会則の第 11 条において、「会長は必要に応じ、

理事会の議を経て各種委員会を設置する。」が定められてお

り、これに準拠して

1．�国際病理アカデミー日本支部に副会長 Vice President を

暫定的に設置する。

2．副会長 Vice President に清川貴子先生を指名する。

の稟議が承認されました。

以上のことを報告させていただきます。

がん研究会有明病院病理部　河内　洋

2019 年 11 月 9 日、東京都千代田区の日本教育会館にて、

IAP 日本支部病理学教育セミナーが開催されました。午前の

病理診断講習会では、「胃・大腸腫瘍の病理診断をめぐる最

近の話題」をテーマに、滋賀医科大学の九嶋亮治先生、国立

がんセンター中央病院の関根茂樹先生が教育講演を担当され

ました。消化管病理では、2019 年の 7 月に WHO 分類第 5 版

が出版されましたが、お二人とも、分担執筆されており、「旬」

な演者であったと存じます。私は前座として、胃におけるヘ

リコバクターピロリ感染率の低下や除菌例の増加により発見

される病変の質に変化が生じていること、大腸癌においては

遺伝性大腸癌の表現型、鋸歯状病変の癌化機序、免疫学的治

療の奏功群などの点で近年ミスマッチ修復異常（マイクロサ

テライト不安定）大腸癌の重要性が増している点を簡単にお

示して緒言とし、その後座長を務めました。九嶋先生、関根

先生ともに、丁寧かつ大変わかりやすくお話され、日常の病

理診断に役立つ教育講演となりました。当日、多くの皆様に

ご参加頂きましたこと感謝申し上げます。本講習会を企画頂

きました、IAP 日本支部理事会，教育委員会ならびに関係者

の皆様にも心より感謝申し上げます。

滋賀医科大学医学部病理学講座 / 臨床検査医学講座　

九嶋亮治

2019 年の IAP 日本支部病理学教育セミナーは「胃・大腸

腫瘍の病理診断をめぐる最近の話題」がテーマとなり、九嶋

は発刊されたばかりの WHO 分類第 5 版の内容と最近話題に

上ることの多い H. pylori 陰性の胃上皮性腫瘍を絡めて講演し

ました。H. pylori 陰性腫瘍として、次のようなものを紹介し

ました。

①散発性の印環細胞癌

②遺伝性びまん性胃癌

③ Oxyntic gland adenoma と胃底腺型腺癌

④ラズベリー様ポリープを呈する腺窩上皮型腫瘍

⑤胃底腺ポリープ関連病変

⑥家族性大腸腺腫症関連胃病変

⑦食道胃接合部癌

⑧内分泌細胞腫瘍
H. pylori 陰性腫瘍流行りといっても、日本の胃上皮性腫瘍

の 95% 以上は H. pylori 陽性胃粘膜から発生します。①から⑧

へと講演を進める中で、一般型の腫瘍にも触れ、組織混在型

胃癌と腫瘍内消化性潰瘍の判定と取扱い、WHO 分類におけ

る dysplasia、adenoma、intramucosal adenocarcinoma と 日

本の医療における診断基準（命名法）のポリシーと実際的な

運用法等について解説しました。

国立がん研究センター中央病院　病理診断科　関根茂樹

腫瘍におけるミスマッチ修復異常検査が免疫チェックポイ

ント阻害薬の効果予測を目的として広く用いられるようにな

りました。日本では、欧米と比較して大腸癌におけるミスマッ

チ修復異常の頻度が低く、7 － 8% の症例で認められるとさ

れています。免疫チェックポイント阻害薬の効果予測、とい

う観点からはミスマッチ修復異常の有無のみが問題になるわ

けですが、ミスマッチ修復異常を示す大腸癌には、3 つの異

なる背景を有する腫瘍① MLH1 プロモーターメチル化を示す

散発性大腸癌、②リンチ症候群に伴う大腸癌、③散発性‘Lynch 

国際病理アカデミー日本支部 
副会長について

2019 年教育セミナー講演の概要

2019 年 IAP 日本支部教育セミナー 
病理診断講習会

胃の腫瘍（新 WHO 分類と H. pylori 
陰性腫瘍を含めて）

リンチ症候群を含むミスマッチ 
修復異常大腸癌の病理
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syndrome-like’tumor が含まれます。

当日はミスマッチ修復機構の基本的な説明から、これらの

異なる背景を有するミスマッチ修復異常大腸癌の鑑別と臨床

的意義、さらに診断における免疫染色の役割についてお話さ

せていただきました。リンチ症候群については診療体制が十

分に整っておらず、対応が難しい施設も多い現状ですが、比

較的頻度が高く、病理医の診断への関与が重要な領域であり、

臨床的介入の意義が確立している疾患ですので、多くの病理

医に関心を持っていただければと思います。

JDIAP 編集委員会一同

この度、新たに「忘られないこの一例」と題する特集を企

画しました。ある程度の経験を有する病理医が、かつて経験

した心に残る一例と、その後について記載していただくもの

で、若手病理医、初学者の皆様に参考にしていただくことを

目的としています。

今回は、試みに編集委員会委員 3 名が、それぞれの経験を

書かせていただきました。今後も折に触れ、掲載したいと考

えておりますので、会員の皆様からのご寄稿もお待ちしてお

ります。なお、掲載の可否、原稿の分量などにつきましては、

編集委員会に一任いただきますようお願いいたします。

産業医科大学　医学部　第 1 病理学　久岡正典

所属講座に入局して半年が経過した頃（1988 年）に、指導

者から「九州沖縄スライドカンファレンスで発表しなさい」

と、標本を突然手渡されたのがこの症例である。3 歳女児の

卵巣腫瘍で、思春期早発症状と血中のエストロゲン高値（術

後は基準値内）を伴っており、超音波検査で発見されて付属

器切除が施行された。肉眼上径 6cm 大の黄色調充実性腫瘍で、

組織学的に弱好酸性の短紡錘形ないし類円形腫瘍細胞が特定

の配列を示さずにびまん性に増殖しており、部分的に分泌物

の貯留した打ち抜き様の濾胞構造が見られた（図ａ）。腫瘍

細胞の中には核溝を持つものが散見され（図ｂ）、明らかな

Call-Exner body（核溝も含め今日では“成人型”の所見とさ

れている）は見られなかったが、これらの所見を基に“若年型”

顆粒膜細胞腫として発表し、これが私にとっての学会デ

ビューとなった。同腫瘍の報告は当時稀であり、発表にあたっ

て過去の文献（多くは Drs. Scully & Young による）を渉猟

したものの、「若年型」については今日ほど詳細に記載され

たものが少なく、もちろん初めて目にした腫瘍でもあったこ

とから、診断に対しての自信は今ひとつであり、「つっこま

れたらどうしよう」といった不安感満載で登壇したが、会場

からはこれといった質問は出ず、「きれいな症例」という座

長からのお褒め（?）の言葉で私の演題は締められた。この

経験を契機とし、せっかくなので症例報告として形にしよう

と思い立ったのは良いが、そのハードルは予想以上に高かっ

た。そもそも英語論文を書いた経験がなく、文献を手本にし

て何とかまとめようとしたが（今日では“剽窃”に相当する

かも）、投稿した Acta Pathologica Japonica（現 Pathology 

International）誌の査読者から「英文に難がある」と指摘さ

れたことは言うまでもない。加えて、論文に常に要求される

「新知見」が乏しいと酷評され reject となってしまった。し

かし、これらの厳しい評価と苦い経験は私のその後にとって

大きな財産となった。早速、先輩の指導を受けて透過電顕で

腫瘍細胞の微細構造を観察し、当時講座に導入されて間もな

い Avidin-Biotin Complex 法による免疫染色を行って何とか

所見を揃え、英語は大学教員のネイティヴスピーカーに校閲

頂いて再投稿し、ようやく採択の通知を得ることができた

（Acta Pathol Jpn 40：616-621, 1990）。暑さに蒸せ返る暗室に

日夜こもって、顕微鏡写真のフィルムを自ら現像し、印画紙

に写真を焼き付けていたのが、ちょうど今頃の時期であった

ことも懐かしく思い出される。担当した症例を大切にする姿

勢や臨床医との密なコミュニケーション、不断の努力を含め、

病理医として最初に躾られた、私にとって忘れられない 1 例

である。

東京女子医科大学病理診断科　長嶋洋治

残暑厳しく、刈り取られた夏草のにおいがむせ返るように

漂うと、医学部 6 年だった自分が、病理学教室の門を叩いた

ころを思い出す。横浜市立大学医学部　病理学第二講座は、

三杉和章先生（2014 年御逝去）が主宰される教室であった。

特集：忘れられないこの一例

「忘れられないこの一例： 
卵巣顆粒膜細胞腫」

図　若年型顆粒膜細胞腫（ａ：H-E弱拡大像、b：H-E強拡大像）

蒼い時代と命名権
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私は入室時に「自分の名前の付いた病気を残すか、metabolic 

map に矢印 1 本付け加える」ことを心に誓っていた。本稿で

は、身のほど知らずな野望に燃えていた蒼い時代に経験し、

心に残る腎腫瘍性疾患 2 症例を紹介する。

①腎血管筋脂肪腫と奇妙な糸球体

40 歳代の女性、腎摘例。結節性硬化症はない。同一腎に 2

つの血管筋脂肪腫あり。背景の糸球体の一部に奇妙な細胞の

増殖を認めた（図 1）。脂肪染色に陽性。血管筋脂肪腫の“卵”

で あ ろ う と 思 っ た が、1985 年 の こ と、S100、NSE、

cytokeratin、EMA、vimentin、desmin 程度しか免疫染色用

抗体がなく、性格付けに難渋した。病変に名前を付けねばな

らず、ghost glomerulus とか、（半ばふざけて）「三杉“腎炎”」

などと言っていたが、過去に結節性硬化症の患者腎で

epithelioid inclusion という名前で記載があることがわかった

（Feriz H；Virchows Arch A  278：690-769）。 結 局、

intraglomerular microhamartomatous lesion という無難な名

前で報告した（Nagashima, Ohaki, Tanaka et al., Virchows 

Archiv A, 1988）。この患者には他臓器徴候はなかったが、結

節性硬化症不全型 Forme fruste の可能性を強調した。腎腫

瘍診断時には背景腎組織も丁寧に見て、余病や隠れている症

候群を見逃さないことが重要と感じた 1 例であった。

②後腎性腺腫と幻の Nagashima tumor

40 歳代の女性。腎腫瘍のため腎摘。腎表から突出する乳白

色均質な腫瘍であった。組織学的には未熟な管状構造からな

り、腎芽成分を欠いていた。一部に糸球体様構造もみられた

（図 2）。腫瘍細胞は小型、均一で、核は円形、染色質は繊細、

細胞質は scanty であった。1986 年当時は腎上皮性良性腫瘍

の定義が WHO では悪性カウンターパートとして、AFIP で

は 3cm 以下のものを腺腫として定義しており、混乱があった。

抗 WT1 抗体はなかったが、免疫染色抗体ツールも充実して

きており、胎児期の形成途上の糸球体に陽性となる CD57 が

発現することを根拠に、形態と併せて、“renal epithelial 

tumor resembling immature nephron” と 報 告 し た

（Nagashima, Arai, Tanaka et al., Virchows Arch A, 1991）。

論文作成時、discussion で「これを Nagashima tumor と呼び

たい」と下書きに書いた。三杉教授は大変困った顔をされ「君

ねえ、こういうことは君が死んでから、後世の人がつけてく

れるものだよ。時期尚早だよ。」とおっしゃられた。一笑、

一喝に付さず、将来に希望を残してくださった三杉教授に感

謝している。しかしながら本腫瘍は WHO bluebook（1981）

に後腎性腺腫 metanephric adenoma としてすでに掲載され

ており、Mostofi は“rare but does exist”と喝破していた。

その後、報告例が蓄積され、今日、後腎性腺腫は、病理専門

医試験の常連問題となっている。

WHO2016 年腎腫瘍分類を見ると、当時に記載のなかった

多数の腫瘍が加わっている。今日に至るまで、自分なりに腎

腫瘍の病理に精いっぱい努力してきたが、まだまだである。

今後とも、1 例 1 例に全身全霊で取り組む姿勢を忘れまい、

その先に“野望達成”があるのだと思う。

川崎医科大学　病理学　森谷卓也

1984 年に卒業後直ちに病理所属のレジデントとなり、数ヶ

月研修ののちに当時から取り入れられていたスーパーロー

テートで血液内科に行く前に、びまん性汎細気管支炎（DPB）

の剖検例を執刀しました。当時は原因や疾患のメカニズムが

十分に解明されていなかったと思いますが、特徴的な病理像

にとても興味を持ちました。2 年後に大学院に入学した際に

真鍋俊明先生から頂いたテーマが間質性肺炎（における末梢

気道の病態）で、特に DPB の病態についてのお話をいただ

きました。基礎的なところから学ぼうということで、最初は

正常肺の構造について、厚切り切片（40 ミクロンまたは 10

図1

図2

忘れらない私の 1 例 
～びまん性汎細気管支炎の剖検例～
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ミクロン）を作り様々な染色を施して観察、あるいは上皮を

溶かした状態の走査電顕で呼吸細気管支～肺胞に至る領域を

観察しました。新しい手法を用いた研究ではありませんが、

空洞が多い臓器である肺を観察するには適していたと思いま

す。疾患については、DPBはあまり多数の症例が得られなかっ

たため、当時多かったパラコート中毒の剖検肺で、激烈な肺

の変化を観察しました。その後、やはり DPB が頭から離れず、

末梢気道のリモデリングの仕組みについて、動物実験を行

なって学位を目指すことになりました。結果的に DPB と相

同の病変は作成できず（学位そのものは、その後この実験の

研究で取得しました）、入学後 2 年と少しで肺の研究から離れ、

米国に留学しましたが、大学院で学んだこと（正常構造を意

識して疾患の観察に臨む姿勢、疾患に関する考え方、研究の

組み立て方、等々）は自分にとって貴重な財産になったと思っ

ています。その後は、乳腺や婦人科の病理を中心に活動する

ことになり、呼吸器病理に触れる機会も減ってしまいました

が、東北大学勤務中に、肺癌に対する gefitinib 投与後の剖検

例を経験し、2 例を東京の研究会で発表する機会をいただき、

最終的に他の症例も加えた論文が Lancet に掲載されました

（Inoue A et al. 361：137-139, 2003）。このときに、臨床の先

生方と病態に関する十分な議論ができたのも、大学院での経

験が大きく生きていたように思います。DPB 自体は、その後

有効な治療法が発見され、患者数が減り、予後も著しく改善

しています。生検や剖検で経験する機会も殆どなくなりまし

たが、私にとっては病理研究のルーツといえるかけがえのな

い疾患であり、あの 1 例の経験が今に繋がっているものと信

じています。

理事指名委員会委員長　加藤良平

今年で任期を満了される理事の清川貴子理事、中村直哉理

事の 2 名について、後任の理事選挙を行います。選挙公報を

9 月中旬に IAP 日本支部ホームページに掲載致します。公報

をご覧の上、マイページ上での投票をお願いいたします。

投票期間：

2020 年 10 月 1 日（木）正午～ 10 月 14 日（水）17：00

COVID-19 の影響により集会は行いません。

マイページに議題資料を提示しますので、下記の期間にて

議決権の行使をお願いします。

審議期間：

2020 年 11 月 12 日（木）正午～ 11 月 19 日（木）17：00

マイページにログインし、審議に承認・否認の回答をくだ

さい。

Modern Pathology　2021 年 1 月～ 12 月号

Laboratory Investigation　2021 年 1 月～ 12 月号

年間購読料：14,000 円、雑誌あたり（税込み）

理事選挙投票の案内

第 60 回総会のお知らせ

USCAP 雑誌 2021 年申し込み案内

図2：DPBの病理組織像

図1：DPB肺の肉眼像

図3：�当時、インレタとスクリーントーン等を使って作成した病理組織
像の模式図
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来年号の購読お知らせ。マイページにて申し込みをお願い

します。継続して購読の方も必ず更新の手続きをしてくださ

い。

申し込み期間：

2020 年 9 月 25 日（金）正午～ 11 月 12 日（木）17：00

HP マイページにて

 ・�本申し込みは、IAP 日本支部が代行し、情報管理・配送手

配はすべて USCAP が行っております。

 ・申込み期間外の受付はできません。

 ・�配送トラブルがある際は、一度 IAP 日本支部へ相談くださ

い。

理事選挙の投票、第 60 回総会の議決権行使、2021 年 MP、

LI 雑誌の申込はマイページでの手続きとなります。ID とパ

スワードが不明の方は再発行してください。メールアドレス

を登録していない方は事務局までご連絡ください。

東京事務局

TEL：050-5274-8683

Email：tokyo.office@iapjapan.org

名古屋事務局

TEL：090-5876-9014

Email：nagoya.office@iapjapan.org

日時：2020 年 12 月 6 日（日）－ 8 日（火）

場所：virtual congress （ESP との合同）

参照 URL：https://www.esp-congress.org/

日時：2020 年 11 月 14 日（土）－ 23 日（月）

場所：Web（オンライン）開催

参照 URL：https://www.iapjapan.org/annoucement/

日時：2020 年 11 月 12 日（木）～ 11 月 19 日（木）

場所：マイページにて

参照 URL：https://www.iapjapan.org/annoucement/1.html

詳細は 8 ページを参照ください。

日時：2021 年 3 月 13 日（土）－ 18 日（木）

場所：virtual and interactive meeting

参照 URL：https://www.uscap.org/uscap-annual-meeting/

日時：2021 年 11 月 3 日（水）－ 6 日（土）

場所：岡山コンベンションセンター（岡山市）

大会長：吉野　正（岡山大学大学院病理学）

参照 URL：https://kwcs.jp/APIAP2021/

日時：2022 年 10 月 9 日（日）－ 14 日（金）

場所：Sydney, Australia

日時：2024 年 10 月 26 日（土）－ 31 日（木）

場所：Cancun, Mexico

＊�第 8 回日台合同スライドカンファレンス（2020 年 10 月 3 日

（土）－ 4 日（日）予定）は新型コロナウイルス感染症の影

響により中止となりました。

訃報

Juan Rosai 先生が、2020 年 7 月 7 日に、イタリア・ミラノ 

でご逝去されました。79 歳でした。謹んでご冥福をお祈りい

たします。

� （参考：IARC による追悼記事）

https://www.iarc.fr/news-events/dr-juan-rosai-20-august-

1940-7-july-2020/

事務局よりお知らせ

Upcoming meeting

第 33 回 IAP Congress（XXXIII International 
Congress of the International Academy of Pathology）

2020 度 IAP 日本支部病理学教育セミナー

第 60 回 IAP 日本支部総会

第 110 回 USCAP Annual Meeting（UNITED STATES 
& CANADIAN ACADEMY OF PATHOLOGY）

第 12 回 Asia Pacific IAP（APIAP）Congress

第 34 回 IAP Congress（XXX Ⅳ International 
Congress of the International Academy of Pathology）

第 35 回 IAP Congress（XXXV International Congress 
of the International Academy of Pathology）
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IAP 日本支部会員になるメリットは

IAP 日本支部会員になると…

1．�病理診断講習会（旧：教育シンポジウム）の会員割引…	  

会員 5,000 円／非会員 8,000 円

2．�スライドセミナーの会員割引…	 

1 コースあたり会員 10,000 円／非会員 15,000 円…	  

→病理診断講習会＋スライドセミナー 2 コースを受講す

る場合…	  

会員　入会金・年会費 7,000 円 + 受講料 25,000 円…	  

= 計 32,000 円…	  

非会員　受講料＝ 38,000 円…	  

6,000 円（2 年目以降は 7,000 円）安く受講できます

3．�USCAP Journal を会員価格で定期購読…	  

- Modern Pathology, Laboratory Investigation-…	  

1 冊の年間購読料 約 $99 ～、年により変動あり

4．IAP 日本支部・IAP 本部の会報　News Bulletin

5．�国際学会の情報取得…	 

IAP/USCAP/APIAP/APSMI/ 日韓合同スライドカン	  

ファランス / 日台合同スライドカンファランスなど

一般会員シニア会員ジュニア会員非会員

入会金 1,000 円（終身会費）1,000 円―

年会費 6,000 円 50,000 円 4,000 円―

受講料

病理診断講習会 5,000 円無料 3,000 円 8,000 円

スライドセミナー 10,000 円 10,000 円 5,000 円 15,000 円

* 一般・シニア（終身）・ジュニア（若手）会員を設けました

現会員は一般会員として登録しています。

下記の条件を満たし、希望する会員は、変更可能です

■シニア（終身）会員

申請できる方：65 歳以上で会員歴 20 年以上の現会員

終身会費　50,000 円，以降は会費納入を免除

スライドセミナー受講料は一般会員に準じる

�特典として JDIAP 病理診断講習会（旧教育シンポジウム）

は無料で受講

■ジュニア（若手）会員

申請できる方：病理専門医資格　未保持者

* 会費、受講料の改定は 2016 年 1 月 1 日から適用します

*�申請方法：HP の Membership ページ（日本語）にて様式

をダウンロードし、東京事務局へ E メールにて申請してく

ださい

現在、賛助会員として下記の 8 社にお世話になっておりま

す。年会費は 50,000 円で、IAP 日本支部の発行物などを紹介

させていただいております。ご協力に大変感謝致します。会

員の皆様、当学会の活動に賛同いただける、その他の企業・

団体様をご紹介いただけると幸いです。

㈱東京セントラルパソロジーラボラトリー

株式会社　日本臨牀社

株式会社　フィリップス ジャパン

株式会社　臨床病態医学研究所

サクラファインテックジャパン株式会社

フィンガルリンク株式会社

富士製薬工業株式会社

ライカマイクロシステムズ株式会社

広報委員会

委 員 長　森谷卓也

副委員長　久岡正典

委　　員　長嶋洋治

IAP 日本支部会員になろう！
JDIAP 賛助会員


